
 
ＩＴＥＲサイト決定のための第４回次官級会合 

 
（ウィーンＩＡＥＡ本部、２００４年１１月９日） 

 
中国、ＥＵ、日本、韓国、ロシア、米国の代表団は、ＩＴＥＲに関する交渉を

進展させるため、2004 年 11 月 9 日にウィーンのＩＡＥＡ本部において会合を

開いた。 

 

ふたつのホスト候補極、ＥＵと日本は、六極の国際協力による枠組みのもとで

のＩＴＥＲの共同実施における、ホストと非ホストの役割と責務のバランスに

関する集中的に行われた最近の二極間協議の結果について報告した。かかる協

議は二極の見解の統一を目指して今後も継続される。 

 

全参加極は積極的な雰囲気に大いに勇気づけられ、この交渉が六極による近い

将来の実りある結論に効率的に進みつつあるという楽観的意見を述べた。 

 

 


